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論　　文　　の　　要　　旨

〈目的〉

　肝疾患，腎疾患，絶食，低栄養状態，糖尿病性ケトアシドーシス，重症消耗性疾患等種々の病態で，

甲状腺疾患がなくても血申丁3濃度が低下するという低丁3症侯群の存在が知られている。低丁3症侯

群では通常血中丁4濃度は正常で，TS貫濃度もT3濃度の低下にもかかわらず上昇しない。また低丁3

症侯群の程度が強い程患者の予後も悪く臨床的にも重要である。しかし，その発生機序及び生体にお

ける意義については，いまだ明らかになっていない点が多い。本研究においては，低丁3症侯群にお

ける臨床的および基礎的検討を行った。

〈対象と方法〉

（ヱ）第1に臨床的検討として肝障害，腎機能障害等低丁3症侯群の原因となる疾患を合併する者を除

　いた糖尿病患者53名（インスリン依存型糖尿病12名，インスリン非依存型糖尿病4亙名）を対象とし，

　入院時の空腹時血糖，Fmctosa搬iae，HbAユ。を血糖コントロールの指標として測定し，また丁雀，T3，

　FreeT雀，FreeT3，TBGの血中濃度を測定した。ユ8名の患者では入院中の血糖コントロールおよび血

　申甲状腺ホルモン濃度の経過も観察した。

（2）第2に基礎的検討として，7週齢の雄ウイスターラットを6群（正常，甲状腺機能充進症，甲状

　腺機能低下症，絶食，絶食十食餌再摂食，絶食十丁3投与）にわけて用いた。甲状腺機能充進症群ラッ

　トは500μg／㎏のT3を腹腔内にユO日聞注射し，甲状腺機能低下症群は飲水O．01％のpropy1thi㎝ra－

　ci1を加え14日間投与した。絶食群は4日間飲水のみとし，それに加え食餌再摂食群は5日間再摂食
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し，絶食とT3投与併用群はT325μg／㎏を絶食と同時に4日問腹腔内に投与した。ラットは7週齢

で殺し，ひらめ筋の一側において3トouaba1n法でNa，K－ATPase量を測定し，他側において垂2K．

叩take法でNa，K－ATPase活性を測定した。

〈結果と考察〉

（1）臨床的検討

　1．血申丁3またはFreeT3濃度の低下は約20％の症例で認められた。

　2．T3，FreeT3濃度と空腹時血糖の聞には有意の負の相関が，またT3，FreeT3濃度とFructosa一

　　㎜i鵬値聞にもともに有意の負の相関が，さらにT3，FreeT3濃度とHbA1c値問にも有意の負の相

　　関が認められた。

　3、入院後の治療経過もF．eeT3とFmctosamine値はほぼ鏡像関係を呈して変動した。以上糖尿病に

　　おいては，血申丁3またはFreeT3濃度の低下が高頻度にみられ，血糖コントロールと負の相関を示

　　した。糖尿病患者における低丁3症侯群の発現には時間差がありFructosa㎜ine値と一致した動きが

　　みられた。またフリーの甲状腺ホルモンもラT3と同様，糖尿病において低下する症例カ認められた。

（2）基礎的検討

　1．Na，K－ATPaseは，量・活性ともに甲状腺機能充進症ラットで増加，低下症で減少，絶食ラッ

　　トでは低下症ラットと同程度に減少した。

　2．絶食後食餌を再摂食したラットと絶食中丁3を投与した群では正常近くまでNa，K－ATpaseが

　　回復した。

　　　絶食状態のラットは，低丁3症侯群のモデル動物である。これの末梢組織で，甲状腺ホルモン

　　の作用を伸介する重要な酵素の1つNa，K－ATPase活性が低下していることを証明したが，この

　　ことは絶食状態においてエネルギー消費を抑制するための生体のホメオスターシスの発現の結果

　　と考えられる。

審　　査　　の　　要　　旨

　低丁3症侯群は，低栄養状態，種々の消耗性疾患などでみられるもので，血中丁4濃度は正常である

にもかかわらず，T3濃度が減少するものである。しかしその生体における意義についてはなお十分解

明されてはいない。本研究ではまず臨床的検討として，糖尿病患者において低丁3症侯群の頻度が高く，

また血糖コントロールの指標と負の相関を示すことを明らかにした。ついで低丁3症侯群のモデル動

物として絶食状態のラットを用いて，甲状腺ホルモン作用を仲介する重要な酵素の1つであるNa，

K－ATPase活性を検討した。その結果，このラットの末梢組織において本酵素活性が明らかに低下し

ていることを証明した。このことは絶食状態においてエネルギー消費を少しでも抑制しておこうとす

る生体のホメオスターシス機構の作動と考えられた。低丁3症侯群の病態の一面を明らかにした有意

義な研究であると評価できる。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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